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０
年
４
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３
０
日
発
行

　

▼
編
集
委
員

　
　

北
村
昌
史
（
大
阪
市
立
大
学
）

　
　

服
部
伸
（
同
志
社
大
学
）

　
　

田
野
大
輔
（
甲
南
大
学
）

　
　

中
野
智
世
（
成
城
大
学
）

　
　

近
藤
正
基
（
京
都
大
学
）

　
　

西
田
慎
（
奈
良
教
育
大
学
）

　

▼
編
集
実
務　

　
　

鈴
木
健
雄
（
京
都
大
学
）

　

▼
編
集
発
行

　
　

ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
会
（
代
表
・
姫
岡
と
し
子
）

　
　

〒
６
０
２
‐
８
５
８
０

　
　

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

　
　

同
志
社
大
学
文
学
部　

服
部
伸
研
究
室
内

　

▼
印
刷

　
　

株
式
会
社
オ
ー
エ
ム

▼
編
集
後
記

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
問
題
と
な
る
な
か
、
今
号
で
は
特
集
と
し
て
「
生
体
管
理
の
現
代
史
」

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
集
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
可
視
化
さ
れ
た
生
体
の
管
理
、
あ
る
い
は
生

体
を
可
視
化
す
る
た
め
の
管
理
で
あ
る
が
、
有
史
以
来
人
類
が
見
え
な
い
生
体
の
猛
威
に
右
往
左
往
し
て
き
た
の

は
、
病
気
の
歴
史
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右
往
左
往
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
見
え
る
見
え
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
体
管
理
と
い
う
発
想
が
定
着
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

今
年
に
な
っ
て
か
ら
の
全
世
界
的
な
対
応
は
、
あ
い
ま
い
な
判
断
に
基
づ
く
と
い
う
点
で
、
一
九
世
紀
の
コ
レ

ラ
流
行
を
め
ぐ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
反
応
と
大
き
く
違
わ
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
歴

史
研
究
の
役
割
は
、
過
去
の
右
往
左
往
の
あ
り
様
や
管
理
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
つ
い
て
冷
静
な
情
報
提
供
を
す
る
こ
と

か
も
し
れ
な
い
。
先
ご
ろ
刊
行
さ
れ
た
『
史
林
』
一
〇
三
巻
一
号
の
「
病
」
を
め
ぐ
る
特
集
号
が
、
通
常
の
二
年

経
過
後
で
は
な
く
、
即
刻
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
た
の
も
そ
う
し
た
判
断
が
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
号
の｢

特

集
」
も
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

　

他
に
も
充
実
し
た
投
稿
論
文
二
篇
と
広
が
り
の
あ
る
講
演
原
稿
の
翻
訳
も
掲
載
で
き
、
充
実
し
た
誌
面
と
な
っ

た
。
今
後
も
『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
の
刊
行
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。（
北
村
昌
史
）

　

今
号
よ
り
、
七
年
ぶ
り
に
編
集
実
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
割
付
、
校
正
作
業
は
二
〇
一
九

年
の
一
二
月
よ
り
始
ま
り
、
翌
年
の
三
月
に
佳
境
を
迎
え
、
四
月
に
完
了
し
ま
し
た
。
当
初
、
二
月
下
旬
に
こ
の

「
後
記
」
の
第
一
稿
を
書
い
て
い
た
際
は
「
…
に
佳
境
を
迎
え
、
四
月
に
収
束
す
る
と
い
う
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
同
様
の
推
移
を
辿
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
楽
観
的
な
観
測
の
も
と
下
書
き
し
て
お
り
ま
し
た
。

が
、
実
際
に
は
、
四
月
三
〇
日
現
在
、
収
束
の
見
通
し
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
防
疫
を
趣
旨
と
し
つ
つ
も
、
移

動
制
限
と
い
う
個
人
の
自
由
を
制
限
し
管
理
す
る
措
置
を
各
国
政
府
・
自
治
体
が
取
る
な
か
に
あ
っ
て
、
今
号
の

「
特
集
」
は
結
果
的
に
時
宜
に
か
な
う
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
望
む
ら
く
は
、
穏
や
か
に
研
究
、
仕
事
に

励
め
る
毎
日
の
再
来
せ
ん
こ
と
を
で
す
。
仮
に
そ
の
よ
う
な
日
々
が
、
幻
影
に
過
ぎ
ず
と
も
、
で
す
。
最
後
に
、

こ
の
度
、
お
忙
し
い
な
か
校
正
に
ご
協
力
く
だ
さ
り
ま
し
た
執
筆
者
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
（
Ｔ
・
Ｓ
）
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シ 
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テ


